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議案第73号　平成21年度　日田市一般会計歳入歳出補正予算

教育費について
議案第74号　日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正について

議案第75号　大分県日田市と福岡県うきは市との間の学齢児童と学齢生徒の教育事務の委託に関する規約の制定について

報告第11号　寄附採納（10期分）について
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	　新教育委員長の選挙についての経過報告。

先日開催いたしました、臨時教育委員会での選挙の結果、高倉委員が新教育委員長に就任いたしました。

前委員長の亀山委員には、2年の間、教育委員会を代表した様々な取り組みに対しまして感謝申し上げます。ありがとうございました。

高倉委員長には、本日は就任後、初めての定例教育委員会でございます。

職務代理者であります安岡委員と一緒に、教育委員会の運営にご尽力賜りますようにお願いいたしまして、新委員長と職務代理者の紹介に代えさせていただきます。
今回、教育委員長を務めることとなりました髙倉でございます。

安岡委員長職務代理をはじめに、教育委員と職員皆さんのご協力をいただき、この大役を一生懸命に務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

また、亀山前委員長には、大変お疲れさまでございました。

これからも色々な場面で、ご助言をいただきますようお願いいたしまして、私の挨拶に代えさせていただきます。
それでは、早速、本日の会議を始めます。
まず、前回の定例会と臨時教育委員会の議事録の確認をお願いいたします。
訂正などございませんか。
特に無ければ後ほど署名をお願いいたします。
それでは、教育長報告をお願いいたします。
2点ございます。1点目は、11月9日、月曜日に柚木小学校の閉校に伴う調印式を行いました。
学校のランチルームで行ないました。出席者は、市長、柚木地区の代表として振興協議会の会長、育友会長、自治会長などでした。

調印が済んだ後、市長を囲んで懇談を深めたところです。
現地の方々の希望を聞くなどして、無事に終了いたましました。
これが初めての調印となりました。今後、他の地域の統廃合が進みますと、

これが、今後の見本となるのでしょう。

次に、11月17日に水戸市の市長がお見えになりました。

もう、新聞でご存知のとおり、咸宜園をふくめて、水戸市の弘道館、足利市の足利学校、備前市の閑谷学校、そして咸宜園を近世の藩校といいますか学校と言うか、この4つで世界遺産を目指そうと言うことになりました。

今後のことは、文化財保護課の方で事務を進める事となりました。

この2点が報告事項でございます。
インフルエンザについては、後ほど学校教育課が報告をいたします。

ありがとうございました。

教育長からの報告事項について、ご意見ご質問はありませんか。

それでは、議事に入ります。

議案第73号、日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、教育総務課、お願いします。

（書記が資料に基づき説明。）
ありがとうございました。
只今説明のありました議案第73号、日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、ご質問はありませんか。
校舎の建設がありますが、その件でお尋ねいたします。
今回、咸宜小学校は木造の２階建て、一方、南部中学校は、RC構造となっていますが、これは何か理由があるのでしょうか。

咸宜小学校の校舎は、L形の校舎で、今回の部分は木造2階建て、もう一方の校舎は、RC4階建てを予定しております。

21年度・22年度で木造の校舎、23年度・24年度でRC作りの校舎を予定しています。

南部中学校は、RC作りの校舎で、向かい合わせの校舎となっていて、一方の校舎だけを改築する事となっています。
計画は、この様になっています。
最初、咸宜小学校は全て木造でと考えておりましたが、あの地区は、法律で木造の4階建ての建物は作れないようになっています。

理由は良くわかりました。
日田という林業の町の観点から極力、地元要望もあると思いますが、県産材を使って校舎を建設するという考えは無いのかお伺いしたいです。
安岡委員ご指摘のとおり、日田市は木材の町でありますので、できる範囲木材を使いたいと思っています。
咸宜小学校のRC構造の校舎も骨格は、鉄筋コンクリートですが、内装については木材をふんだんに使った校舎建設を行ないたいと考えています。

学校建設については、後日、パース等ができましたら教育委員の皆様方にはご覧になっていただきたいと考えています。
資料の中にひる石の検査手数料の補正予算があります。
少し調べてみたのですが、バーミキュライトは園芸資材や使い捨てカイロにも使われているようです。
もう少し詳しく教えてください。
（検査に出す検体を提示して、説明。）
普通、アスベストといいますと建物の機械室や配管、更には断熱材として

利用されている綿状の物を想像されると思います。
ひる石は、建物の壁材や天井に使用されている建材ですが、なかなか素人には判断のつかないものです。

確かに、幾つかの鉱物が様々な製品の材料として使用されているようですが、吹きつけアスベストの様に飛散する可能性は極めて低いと聞いております。

また、今回検査に出す場所は校舎をはじめに色々な施設で使用されていますが、検査の結果含有率が基準値を超えるものだけが除去の対象となります。

従って、検査結果を待ってその後の対応を考える事としています。

この作業は、教育委員会だけでなく市の所有する全ての施設を対象として、同様の取扱をする事としています。

ありがとうございました。
それは職員の方が取りに行って、検査に出すのに４万５千円掛かるのですか。

そうです。1検体当たり4万5千円です。

その費用が百何十万円となるのですね。
そうです。市役所全体では、もっと掛かると思います。
ただし、検査は財政課がまとめて検査に出しますので、見積もりで一番安い手数料の金額を計上しています。

検査の結果、0.1％以上含まれていれば、今後、何らかの対応をしないといけないと言うことですね。

そうでございます。

市役所の中で検査した結果、どこか悪いところがありましたか。

今回、市役所の施設全体で検査をしますので、その結果待ちです。
他にご質問はありませんか。
体育保健課のチャレンジ！おおいた国体メモリアル基金管理事業の1,300千円は、優秀な成績を収めた競技が多かったという事でしたね。
大変、嬉しい事です。

只今説明のありました、議案第73号、日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費については、原案の通り決するものといたします。

次に、議案第74号　日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正について、お願いします。

議案第74号　日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正について、ご説明いたします。

本改正条例案は、日田市立小学校の設置に関する条例の一部を改正するもので、柚木小学校は明治12年に開校し、約130年の歴史がありますが、平成22年3月31日を持って、閉校する事となりましたので、柚木小学校の名称、位置について削除するものです。　
本条例の施行は、平成22年4月1日でございます。
ありがとうございました。
只今、説明のありました、案第74号　日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正についてご質問はありませんか。
閉校後の学校の跡地利用について、何か案とか出ていますか。

跡地の利活用につきましては、地域振興部の方で検討いたしますので、今のところ案などは出ていません。

立派な校舎ですから有効的に利用してください。
議案第74号についてご意見はございませんか。
無ければ、議案第74号　日田市立小学校の設置に関する条例の一部改正については、原案のとおり決する事といたします。
次に、議案第75号　大分県日田市と福岡県うきは市との間の学齢児童と

学齢生徒の教育事務の委託に関する規約の制定について、学校教育課お願い

します。
議案第75号　大分県日田市と福岡県うきは市との間の学齢児童と学齢生徒

の教育事務の委託に関する規約の制定について、ご説明申し上げます。
本議案は、教育事務の委託に関して必要な事項を定めるものでございます。
3ページの第2条に明記されていますが、日田市の学齢児童及び学齢生徒の一部、つまり日田市前津江町柚木地区に居住する学齢児童及び学齢生徒の教育事務に関する事項を、福岡県うきは市に委託するものでございます。

その教育事務の内容は、第3条にありますようにうきは市の条例、規則によるものといたします。

第4条では、委託に関する費用は日田市の負担とすることが明記されております。

第5条以下では、児童、生徒の名簿の取扱について具体的に記述されています。
以上でございます。
ありがとうございました。
議案第75号についてご質問は、ありませんか。
第4条の委託に関する経費というのは、まだ分かりませんか。

その件について、先日、うきは市役所へ行ってまいりました。

大体、小学生に関しては、年間160,000円位、中学生は59,000円ほどが必要となってまいります。

小学生、年間160,000円位、中学生は、59,000円。どうしてこんなに違いがあるのでしょう。

うきは市の算定した額になっていますが、実際に小学校、中学校で必要となった金額を元に算定しています。
つまり、学校ごとに必要となった金額をその学校の児童、生徒の人数で割った金額となっています。

つまり、姫治小学校の近くに別の小学校があるのですが、そこでは児童の数で割った金額は、もっと安くなっています。
そうなると、同じうきは市の学校でも金額に差がつきますので、おかしいのではないかと言っています。
はい。分かりました。
他にございませんか。
この様な規約を作るというのは、初めてでしょうか。
規約を作るというのは。今回が初めてです。
それまでは、契約という形を取っていました。

今後、前津江以外でこの様なことが考えられるものでしょうか。

県を跨いでというものは、この柚木小学校だけでございます。

他にありませんか。

無ければ、議案第75号　大分県日田市と福岡県うきは市との間の学齢児童

と学齢生徒の教育事務の委託に関する規約の制定についてについては、原案の通り決する事といたします。

次に、報告事項をお願いいたします。

市議会定例会の日程について、教育総務課お願いします。
平成21年日田市議会12月議会の日程でございます。
2日に開会し、一般質問が9.10.11日、議案質疑が14日、15.16.17日が各常任委員会、そして、21日が閉会となっております。

以上でございます。

只今の報告について、ご意見はございませんか。

中継が見られないので早く見られるようにお願いいたします。
インフルエンザの罹患状況について、学校教育課お願いします。
お手元に資料をお配りしています。
この状況は、11月20日の状況によって作成しています。

折れ線グラフは、曜日ごとの罹患者数を表しています。
この患者数は、A型であると医師から診断された新たな人数でございます。

ご覧のように11月2日、11月9日、11月16日と大きな山がございます。

これはいずれも月曜日でございます。つまり、休日の子ども達の過ごし方がポイントになると思われます。

下のグラフは、小学校と中学校毎の数でございます。

ご覧のとおり、低年齢の方が多く罹っていることが分かります。

一番下は、参考までに患者数の累計となっています。

市内の小中学校では、１/3の児童、生徒が罹患していることとなります。

裏面は、これまでの学級・学年閉鎖、臨時休業の状況でございます。

そこで、教育委員会としての対応、指導でございます。

関係機関との連携では、地域保健課、西部保健所、日田教育事務所と連携し、正確な実態把握に努めております。
そして、地域保健課、つまり、対策本部ですが、協力をいただき、手洗い石鹸、手指消毒液などを各学校に配付し、感染の拡大予防に取り組んでいます。

また、校長会を通じ、適切な指導を行っていますが、今後のポイントですが、

臨時休業措置を取っていますので、何処でカバーするのか、また、学力向上への対応をどの様にするのか、家庭と十分連絡を取るように指示をしています。
例えば、土日を挟む場合は、家庭訪問をしたり、電話連絡を取るようにしています。

　入院するような重症の方はいませんか。
その様なケースはございません。
罹患した教員の年齢は、分かりますか。
最初に罹患した教員は、聞き取りをしたところ当該校で一番若い教員でした。
やはり若い人が罹っているようで、高校生もかなりいましたね。

どこかで年齢の線の様なものがあるようですね。

やはり、沢山の子どもが教室に集まるわけですから、広がりを見せるようですね。
一度罹ると抗体ができるのでしょうか。
また、予防接種の状況はどうなっていますが。

一度罹った子どもは、もう二回は罹っていないです。
一例だけ、二回罹った子がいました。予防接種については、日田市では病院によってまちまちでございます。

それでは次の報告をお願いします。
平成22年の成人式について、生涯学習課お願いします。

お手元の資料をご覧ください。

パトリアで成人式を行なうようになって3回目です。
日時は、平成22年1月10日、日曜日になります。受付は、10時から、式典開始は11時としております。

対象者は、平成元年4月2日から平成2年4月1日までの間に生まれた方となります。

現在、日田市内で637名、市外在住者83名の方がいらっしゃいます。

12月の上旬に、該当者にご案内状を発送する予定となっています。

式典は、約1時間10分を予定していまして、終了後、会場を振り分けして成人者、自治会長などの関係者と一緒に記念写真の撮影を行ないます。

教育委員さん方にもご案内を差し上げますのでよろしくお願いいたします。

以上でございます。

ありがとうございます。それでは、次をお願いいたします

咸宜園を含む他の教育遺産群と連携した世界遺産を目指した取り組みについて、文化財保護課お願いします。
文化財保護課でございます。
去る11月17日、水戸市の加藤市長が日田市長を訪問し、世界遺産の登録を目指している水戸市の藩校としては最大の弘道館、日本で最古の学校といわれる栃木県足利市の足利学校、更に岡山県備前市の現存する庶民教育の学校としては最古の閑谷学校に加えて、私塾としては最大の規模を誇った咸宜園を近世日本の教育遺産群として世界遺産暫定一覧表への登録を目指しませんかという申し出がありました。
日田市でも、咸宜園をもう一度、市民に認識していただく良い機会でありますし、全国に向けて情報発信も行ないたいと思いますので積極的に取り組んで、少しでも日田市に元気に出るようにしたいと思います。

資料にこれまでの経過、暫定一覧表記載文化資産、暫定一覧表候補の文化遺産を掲載しています。

以上でございます。

ありがとうございました。
これについて、ご意見はございませんか。

是非、この様に機運が高まっている時に、連携して取り組んでいただきたいと思います。

私も川に関する活動を行っていますが、自然体験をした子や綺麗な物を見た子とそうでない子とは、明らかに違うといわれています。
先日開催された、県の教育委員会の会議で、教育長がスライドを使って咸宜園のすばらしい発表をされましたが、地元の資産や歴史を学ぶ事で素晴らしい知識を得ることができると思います。
私も関連する資料を調べてみましたが、大変ありがたい水戸市からの申し出でございますので、粘り強く、根気強く取り組んでいただきたいと思います。
それでは次をお願いします。
寄附採納報告について、お願いします。
資料により説明。
ご質問はありませんか。
無ければ次をお願いします。
それでは、12月の定例教育委員会の日程ですが、24日の木曜日を予定しています。

12月の定例会は、24日木曜日でございます。

日程の調整をお願いいたします。

その他、無ければこれで定例会を終了いたします。

午後3時25分終了
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